
日本プライマリ・ケア連合学会 感染症委員会 ワクチンチームからのお知らせ 

「こどもとおとなのワクチンサイト」の新着情報です 

https://www.vaccine4all.jp/ 

 

■ワクチンスケジュールを2025 年5 月度版にアップデートしました。 

★ワクチン名、接種回数、時期が一覧できます。 

「こどもワクチン接種スケジュール」 

https://www.vaccine4all.jp/shared/files/vaccine_A4_0_19.pdf 

「おとなワクチン接種スケジュール」 

https://www.vaccine4all.jp/shared/files/vaccine_A4_20over.pdf 

「全年齢ワクチン接種スケジュール」 

https://www.vaccine4all.jp/shared/files/vaccine_A4_all_age.pdf 

 

■【予防接種推進専門協議会】百日咳流行に伴うワクチン接種に関するお願い 

全国的に百日咳の流行が拡大しており、乳児を中心に死亡例を含む重症例が報告されています。更に薬剤耐性の問題

もあり、有効な治療手段が限られており、百日せき含有ワクチンの接種による予防が各学会から推奨されています。 

小児に対しては、定期接種である生後2 か月からの5 種混合ワクチン（DPT-IPV/Hib）に加え、就学前児への三種

混合ワクチン（DPT）の追加接種や、11～12 歳児に対する二種混合ワクチン（DT）接種の代替としての DPT 任

意接種が推奨されています。さらに、妊婦に対する DPT 接種は、移行抗体により生後2 か月未満の乳児を百日咳か

ら守る有効な手段として、紹介されています。 

三種混合ワクチン（DPT）の需要が高まる中、重症化リスクの高い早期乳児への感染を防ぐための接種を最優先と

し、次いで乳児と頻回に接触する感受性者への接種を推奨します。 

https://www.vaccine4all.jp/files/news/news-198-1.pdf 

 

 



■帯状疱疹ワクチンが定期接種になりました 

2025 年 4 月より帯状疱疹ワクチンが定期接種になりました。 

帯状疱疹ワクチンには 2 種類（生ワクチンと不活化ワクチン）があります。 

定期接種の対象者は 

①年度内に 65 歳になる人 

②60～64 歳で対象となる人（※ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほとん

ど不可能な人） 

③2025 年度から2029 年度までの 5 年間の経過措置として、その年度内に 70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95

歳、100 歳になる人 

④2025 年度に限り、100 歳以上の人は全員対象です。 

https://www.vaccine4all.jp/news-detail.php?npage=1&nid=196 

 














